
１．目的
・在宅医療における訪問診療や訪問看護，介護サービス等の実際を，病院の職員に知ってもらうことで，在宅での患者の
療養 ，生活について具体的なイメージを持つことができる。

・患者の円滑な入退院に向けて，在宅チームとのシームレスな連携の促進を図る。
２．昨年度の開催状況
◆日時 令和６年３月２７日（水） １９時～２０時４５分
◆実施医療機関 おおたかの森病院
◆参加者 ５１名 病院（２４名）医師 １１名，看護師９名，リハビリ職３名， MSW１名

在宅（２７名）医師 １１名，訪問看護師６名，ケアマネジャー６名 ，訪問リハビリ職３名※学生１名
◆内容 グループワーク（ワールドカフェ形式）

テーマ「スムースな在宅への移行と急変時等の病院との連携」～どのような情報があったら良いでしょうか?～

３ケ月後アンケートより（病院のみ）
回答者数:２１名（回答率８７．５％，医師９名，看護師８名，リハ職３名，MSW１名）

（研修を受けて）在宅医療へのイメージや考え方に変化はあったか?

病院と在宅との連携強化:地域包括ケアシステム研修会

（再掲:医師回答数）
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患者の退院の際に，在宅医療を選択肢として考えるようになった

多職種と顔がつながり，安心して在宅に移行できるようになった

退院調整を積極的に行うようになった

詳細な情報提供・情報共有のため，院内外との連絡頻度が増えた

その他
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変化があった,

17名， 81%

特に変わらない,

4名, 19%

資料６



あった, 

11名, 52%なかった,

9名, 43%

今後予定している,

1名, 5%

(研修後)業務において，在宅チームと連携する機会があったか?

（研修後）在宅チームとの連携強化のために取り組んだこと（複数回答可）

感想
「在宅側の思いや考えと病院側の思いや考えを意見交換でき，患者さんひとりひとりの思いを尊重していきたいと改め
て思う会議だった。」
「様々な職種から様々な意見が飛び交い自分の考えや視野が広がった。在宅に関わる人たちの熱い想いなどを聞けてよ
かったし，勉強になった。」

３．今年度の開催予定（昨年度と同内容で実施予定）
・国立がん研究センター東病院 日時:令和６年１１月５日（火） １９時～２０時３０分

・名戸ヶ谷病院 日時:令和７年２月２１日（金）１９時～２０時３０分

「あった」と回答した方（11名）→具体的に連携した内容（複数回答あり）
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退院前に情報提供・情報共有の連絡をした

退院時共同指導・退院時カンファレンスに参加した

退院後に自宅訪問に同行した
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（再掲:医師回答数）

21名（100%）が回答
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院内の連携担当者と意識的にやりとりをするようになった

診療情報提供書等の充実を図った

入院時から退院を見すえて在宅チームと情報共有を図った

患者・家族に情報提供をしている

顔会をはじめ，研修会を通して，日頃から顔の見える関係作りをしている

在宅チームのメンバーを見かけた際は声かけ

(6)

(6)

(4)

(3)

(1)

(2)

（再掲:医師回答数）


